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▲
“
1

言
動
ィ
、
γ
自
書
吋
で
自
主
青
イ
.
辛
口
』
働
イ

実
行
委
員
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
皆
さ
ま
に
≡
一
口
お
礼

と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
校
は
明
治
5
(
1
8
7
2
)

年
8
月
に
日
本
に
学
制
が
発
布

さ
れ
た
と
同
時
に
、
全
国
の
い

く
つ
か
の
小
学
校
と
同
時

に
、
日
本
最
初
の
小
学
校
と

し
て
、
狭
山
郷
学
分
校
と
し

校
区
は
西
高
野
街
道
沿
い
の

地
域
と
、
昭
和
初
期
に
新
し
く

開
発
さ
れ
た
大
美
野
住
宅
地
、

か
で
は
風
水
害
や
戦
争
な
ど
困

難
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

教
職
員
、
在
校
生
、
保
護
者
そ

て
創
立
し
ま
し
た
。

校
舎
の
移
転
や
地
域
の
堺

市
と
の
合
併
な
ど
を
経
て
1
 
0

回
名
称
変
更
を
重
ね
、
現
在
の

校
名

「
堺
市
立
登
美
丘
西
小
学

校
」

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、
新
橋
か
ら
横

浜
問
の
鉄
道
の
正
式
開
業
、

世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た
富

岡
製
糸
場
の
操
業
開
始
、
郵

便
事
業
創
業
や
街
路
を
照

ら
す
ガ
ス
灯
の
点
灯
、
太

し
て
地
域
の
方
々

の
ご
努
力
と
情
熱

で
切
り
抜
け
て
き

ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
の

在
校
時
と
同
じ

「
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
、
登
西
っ
子
」

の
モ
ッ
ト
I
は
、

1
5
0
年
の
薫
陶

を
重
ね
、

「
素
朴

で
健
全
な
校
風
」

「
自
由
と
規
律
あ

る
校
風
」

の
な
か

に
重
厚
な
伝
統
と

し
て
今
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

陽
暦
の
採
用
な
ど
、
ま
さ
に

日
本
の
夜
明
け
と
い
え
る
年

で
し
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
発
展
し
た
周

辺
地
域
も
包
含
し
、
現
在
の
堺

市
で
は
児
童
数
の
多
い
小
学
校

で
す
。
1
5
0
年
の
歴
史
の
な

当
校
を
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
今

や
数
万
人
を
数
え
、
日
本
国
内

の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
ご
活
躍
で
す
。

昨
今
、
コ
ロ
ナ
禍
や
厳
し
い

国
際
情
勢
、
深
刻
な
地
球
環
境

問
題
や
国
内
の
経
済
不
安
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
は
緊
張
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
安
心
安
全
な
学
校
生
活
を

築
き
あ
げ
る
べ
く
、
教
職
員
や

保
護
者
、
自
治
会
の
方
々
が
惜

し
ま
ぬ
ご
努
力
ご
尽
力
を
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

登
美
丘
西
小
学
校
が
、
今
ま

で
以
上
に
「
誇
れ
る
学
校
」
「
子

ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
学
校
」
に

な
れ
る
よ
う
、
と
も
に
手
を
携
え

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
創

立
1
5
0
周
年
記
念
行
事
の
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
4
年
度
に
1
5
0
周
年

を
迎
え
、
1
 
1
月
1
 
3
日
(
日
)

に

記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ

め
、
地
域
の
方
々
に
も
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
惑
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
人
数

制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
式
に
ご
参
加
い
た
だ
け

な
か
っ
た
地
域
の
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で

す
。式

当
日
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
登
美
丘
西

連
合
自
治
会

「
堺
・
登
美
丘

こ
ど
も
邦
楽
教

室
」

の
お
琴
演

奏
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
、
盛

大
に
ス
タ
I
卜

し
ま
し
た
。
堺

市
長
永
藤
英
機

様
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
、
来

賓
を
代
表
し
ご

挨
拶
い
た
だ
き

ま
し
た
。

堺
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
(
登
美

丘
西
校
区
連
合
自
治
会
長
)
川

上
浩
様
に
よ
る
記
念
講
演
や
各

学
年
の
児
童
の
発
表
、
最
後
は
記

念
ソ
ン
グ
の
合
唱
を
教
室
で
リ

モ
ー
ト
で
参
加
し
て
い
る
児
童

も
一
緒
に
お
こ
な
い
、
と
て
も
心

に
残
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

雨
の
中
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
列
さ
れ

た
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
に
は

か
な
り
ご
無
理
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
式
の
進
行
に

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
式
典
を
通
し
、
地
域
に

支
え
ら
れ
て
い
る
学
校
だ
な
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
1
5
0
周
年
を
迎
え

た
登
美
丘
西
小
学
校
で
す
が
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
地
域
の
絆
が

未
来
永
劫
続
く
と
と
も
に
、
こ

の
地
域
の
益
々
の
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

いる方々に、歌は小学校1年生から88才の方まで参加し

ていただき、たくさんの方の想いが詰まった素敵な曲が

完成しました。

式典当日に子どもたちが歌い、記念品として配布され

たCD (記念ソング)は、掲載のQRコードから聴けるよう

になっています。ぜひ、何度でも聴いて-緒に歌っていた

だけたら嬉しいです。

この曲が地域で歌い継がれていくことは、音楽

家としてとても幸

ここから

アクセスしてね。

せなことです。

素晴らしい体験

をさせていただ

き、本当にありが

とうございました。

1 50周年記念事業実行委員として記念誌を担当してい

た私が、 「記念ソングを作ってほしい」と川上実行委員長

からご依頼をいただいたのが202「年の秋頃でした。

実行委員会の皆さんと何度も話し合い、曲のイメー

ジは「歌い継がれていく楽しい曲」 、歌詞のテーマは

「つながり」に決定。メロディーの作曲を開始するとと

もに、学校にもご協

力いただき、歌詞を

在校生から募集し

組み立てました。

そして2022年夏

にレコーディングが

行われ、演奏は地域

で音楽活動をされて

★登西今昔物語は紙面の関係上、今号はおやすみにします楽しみにお待ちいただいている皆さま、申し訳ございません。★
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深
帯
漣
韻
語
動

員
一
献
i
者

草
屋
駅
前
自
治
会

前
会
長

山
田
嘉
雄
さ
ん

(
0
0
歳
)

私
の
1
 
7
年
の
歩
み

こ
の
度
は
、
登
美
丘
西
校
区
連

合
自
治
会
会
長
の
推
薦
に
よ
り
令

和
4
年
7
月
に
堺
市
か
ら
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
1
 
6
年
4
月
か
ら
軍

属
駅
前
自
治
会
会
長
を
1
 
7
年
間
務

め
、
令
和
4
年
3
月
で
卒
業
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
野
田
地
域
の
開
発
や
自
治
会

立
直
し
な
ど
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
方
、
家
族
の
支
え
が

あ
れ
ば
こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
皆
様
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。

皆
様
も
お
身
体
を
大
切
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
残
り

少
な
い
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
し
て

ゆ
き
ま
す
。

青
少
年
指
導
貴
会
校
区
幹
事
・
防
災
士

上
田
吉
宏

大
規
模
災
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
、

登
美
丘
西
校
区
に
お
い
て
自
主
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
阪

神
淡
路
大
震
災
で
助
け
ら
れ
た
生

存
者
の
多
く
は
家
族
、
近
隣
の
人

達
が
力
を
合
わ
せ
て
救
い
ま
し

た
。
登
美
丘
西
校
区
「
災
害
避
難

心
得
」
に
あ
り
ま
す
ク
自
助
・
近

助
・
共
助
ク
の
防
災
意
識
が
大
切

で
す
。

私
は
昨
年
度
自
己
啓
発
の
つ
も

り
で
防
災
士
の
資
格
取
得
試
験
を

受
験
し
ま
し
た
。
無
事
、
中
村
博

之
さ
ん
と
一
一
人
共
合
格
し
、
初
め

て
防
災
士
と
し
て
迎
え
る
防
災
訓

練
で
し
た
。
私
の
役
割
は
A
班
‥

体
育
館
で
の
避
難
所
設
営
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
協
力
に
て
ス
ム
ー
ズ
に
体
育

館
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
張
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
公
助
(
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
)
の
前
に

各
住
民
が
何
を
す
べ
き
か
、
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

備
え
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
た
め
に
防
災
士
と

し
て
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

築
こ
う
と
法
務
省
が
主
唱
し
、
全

国
的
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

7
月
の
全
国
強
化
月
間
に
、
登

美
丘
4
校
区
の
中
で
、
今
回
は
登

美
丘
西
校
区
が
担
当
し
ま
し
た
。

自
主
的
に
計
画
立
案
し
、
7
月
3

日
、
社
明
啓
発
活
動
を
川
上
連
合

会
長
は
じ
め
各
種
団
体
の
4
7
名
が

登
美
丘
西
校
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長

西
岡
浪
子

犯
罪
・
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
を

第72回「社会を明るくする運動」

堺市東美原地区大会

民生委員児童委員紹介

昨年1 2月、 3年毎の-斉改選により新任2名、

再任1 1名の委員が就任しました。欠員の出てい

る地域は代行役員が兼務させていただきます。

民生委員児童委員は地域の「身近な相談相

手」 「専門機関へのつなぎ役」として活動して

いますので困り事などありましたら地域担当

委員までご相談ください。
(太字は新任、 ※は代行)

委員氏名 担当区域 

藤原 敬三 中茶屋・メイツ北野田・西大美野・大美野の里 

中村 由美 下草尾・富士大美野 

岡畑 純子 二葉・こも池・さつき 

置田 真紅 大美野三区・大美野四区 

中村 由美※ 関茶屋・グランコート初芝 

辻野 充 下出口・住友大美野・新茶屋・新茶屋北・あそんだ 

森田 法子 大美野一区・大美野二区 

二宮恵美子 日光苑 

池邁 恵子 草尾駅前・大美野一区の一部 

坂本日出子 西口図・府営堺大美野住宅・市営団地・下草尾団地 

濱田 郁子 大美野六区・大美野七区・草屋荘園 

国本 愛子 大美野五区・新美野・丈六他5・新美野東 

原口 紀子 大美野人区・大美野荘園 

古川眞理子 登美丘西校区(主任児童委員) 

募金への協力のお礼とご報告
登美丘西校区連合自治会員の皆さま、昨年1 0月の赤い羽

根共同募金(募金額:463,200円) 、 1 2月の歳末助け合い

募金(募金額:32了,800円)にご協力いただき、心より厚く

お礼申し上げます。

参
加
し
、
地
域
周
辺
の
店
頭
で
、
コ

ロ
ナ
禍
第
7
波
の
な
か
、
暑
さ
と

も
戦
い
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

来
年
は
暑
さ
も
十
分
考
慮
し
、

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
下
で
活
動
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

刷
刷
間
間
問
酬
お
聞
知
間
ら
伸
せ
潮
間
剛
剛
刷

地
域
会
館
2
階
の
和
室
が
畳
か

ら
タ
イ
ル
カ
I
ペ
ッ
ト
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
和
室
と
し
て
も
洋
室
と
し

て
も
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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願陸圃襲⑳㊥
5目14日(日)

場所:初差値胃駐

蘭鶉㈲蘭顕
7目31日(金)

場所:六滴公園

1
 
1
月
6
日
(
日
)
、
出
雲
大
社
稲

穂
会
館
に
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
・
障
害
者
5
8
名
、
ス
タ
ッ

フ
2
6
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

時
間
短
縮
と
場
内
で
の
飲
食
、
カ

ラ
オ
ケ
を
止
め
、
中
井
貴
一
主
演
映

画
」
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
I
」

閉
会
後
、

お
弁
当
、
飲

み
物
、
果
物

な
ど
を
持
ち

帰
り
、
徒
歩
で

の
来
場
が
難

し
い
方
を
車
で
送
迎
、
集
い
の
会
は

無
事
終
了
し
た
。

(
T
・
H
)

第22回登西臓画室
日時:令孤5年4昌29日(土)

開脚3‥3ol f4:○○より上郡伸輔)

暢前登美丘西限区地域会館
入醐:無献入線制胞: 5o名厳まで)

老後の資金を貯めてきた主婦が直面する悩

みをつづった垣谷美雨の小説を映画化。老

後は安泰だと考えていた主人公が、さまざま

な問題に振り回される○主演はドラマシリーズ

「緊急取調室」などの天海祐希。壮んな夜

更けにバナナかよ愛しき突刺などの前田哲

がメガホンを取り、 『ナミヤ雑貨店の奇蹟』な

どの斉藤ひろしが脚本を手掛けた。

主催:隈区福祉菅尾会

羽
凄
.
訪
壷
絃

を
鑑
賞
、
お

米
が
当
た
る

抽
選
会
が
行

わ
れ
た
。

映
画
は
2

台
の
大
型
テ

レ
ビ
を
地
域

会
館
か
ら
運

「
月
1
 
4
日
(
土
)
、
今
年
一
回

目
の
サ
ロ
ン
さ
く
ら
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
最
初
の
サ
ロ
ン
さ

く
ら
で
は
ぜ
ん
ざ
い
が
振
舞
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
の
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
お
天
気
は
雨
で
し

た
が
、
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢

の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
で
賑

わ
い
、
お
か
わ
り
さ
れ
る
方
も
多

く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
一
年
の
ス

タ
I
卜
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
、
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
K
・
I
)

び
上
映
。
抽
選
会
は
1
等
お
米
2

嶋
、
2
等
お
米
1
k
g
外
れ
な
し
、
抽

選
は
ス
タ
ッ
フ
が
考
案
し
た
ア
プ

リ
に
よ
り
当
選
者
の
名
前
が
瞬
時

に
大
型
テ
レ
ビ
に
表
示
さ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

久
し
振
り
に
会
う
方
た
ち
は
話

が
尽
き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

令和5年度単位自治会会長紹介撒称や)

1.中茶屋浦芝 秀明18.新茶屋西井 忠士

2.下草尾中村 誠19.新茶屋北西谷 宏一

3.関茶屋植田謙一郎 20二 葉林 マスミ

4.西口園須山 隆嗣 21.新美野鈴木 直美

5.草尾駅前竹田 忠雄 22.こも池日野原広恵

6.下出口辻野 賞 23.草屋荘園河合 洋治

7.大美野1区御法川幸雄 24.西大美野森本 昌子

8.大美野2区瀬川 昆 25i丈六445北野 孝治

9.大美野3区越原 由美 26.さつき械本由紀子

10.大美野4区熊取 大輔 27.新美野東野口 昭彦

11.大美野5区中島 大輔 28.富士大美野乗須 兼司

12.大美野6区三原 正晴 29.日光苑二宮 学

13.大美野7区小田 邦夫 30.あそんだ南 悦二

14.大美野8区中原 剛 31.メイツ北野田 日野 伸夫

15.大美野荘園笹野 久雄 32.府醐大美野阿部 宏子

16.大美野の里福井 靖ニ 33.グランコート初芝

17.住友大美野青山 貴司 西尾 博昭

“
鬱
鰹
鬱
題

コ
ロ
ナ
感
染
は
ま
だ
続
く
が
、

5
月
に
は
、
コ
ロ
ナ

「
5
類
」

へ

格
下
げ
と
の
こ
と
。

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
は

徐
々
に
復
活
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
体
育
大
会
や
校
区
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
に
多
く
の
方
が
参

加
し
、
再
開
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

星
忠
宏


